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災害概況について 

 

Ⅰ 火災概況 

  平成２４年中の火災件数は、１１５件で前年に比べ８件の増加となりました。 

  建物火災が３件、その他火災が１３件増加し、林野火災は１件、車両火災は７件の減少となり

ました。 

その他火災については、３９件のうち４月と８月に雨量が少なく好天が続いたことで、この２

ヶ月で６割の２２件が発生しています。 

火災件数は前年に比べ８件増加しましたが、焼損床面積は１，０７５㎡減少しています。これ

は、全焼棟数及び半焼棟数の減少と大きな工場火災がなかったことによるものです。 

  建物火災１件当たりの損害額は前年に比べ半分以下となっています。 

火災による死者は６人で、前年より１人減少しました。６人のうち５人が建物火災によるもの

で、早朝の４時から５時の間に３人が亡くなっています。 

年齢別では、６５歳以上の高齢者はなく、２０歳代が３人、４０歳・５０歳・６０歳代がそれ

ぞれ１人となっています。 

死に至った経過は、逃げおくれ１人、放火自殺２人、その他不明３人となっています。 

負傷者は２２人で、前年より９人の増加となりました。負傷者のうち９人が６５歳以上の高齢

者の方で、半数以上の１２人が消火の際の火傷、煙を吸うなどで負傷しています。 

住宅用火災警報器の設置義務化後、住宅火災、警報器が作動し早期に火災に気づいた事例が年々

増加しています。 

２４年中は、火災発生時に警報器が作動した事例が１２件あり、建物を全焼した火災は１件と

なっています。 

住民に対する日頃からの火災防止の啓発、万一火災が発生した場合に延焼拡大を防ぐための防

炎製品の普及、初期消火の為の住宅用消火器の紹介、引き続き住宅用火災警報器が未設置である

住宅に対する設置推進及び設置後の維持管理について広報活動をしていくことが重要と考えます。 

 

Ⅱ 救急概況 

  救急出動件数は９，９５１件(１２３件の増・＋１．３％)で、救急搬送人数は９，３４１人(１

２０人の増・＋１．３％)で、過去最多となっています。 

事故種別ごとの出動件数は、急病が６，０８８件(６１．２％)と半数以上を占め､次いで一般負

傷１，３７３件（１３．８％）、転院搬送１，２２１件(１２．３％)、交通事故８６８件(８．７％)

の順となっています。 

  年齢別の搬送人数は、６５歳以上の高齢者が５，６４６人(６０．４％)と全搬送人数に占め、

今後も少子高齢化の進展に伴い更に割合が増加することが予測されます。 

  心肺停止傷病者に対して、家族等による応急手当の割合が４９％となっています。救急現場で

の早期の応急手当が救命のチャンスを拡大しますので、住民への心肺蘇生法の普及やＡＥＤの設

置が不可欠です。 
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Ⅲ 救助概要 

  救助出動件数は１６８件(９件の増・＋５．７％)、救助活動件数は１１８件(１２件の増・＋１

１．３％)となっています。また、救助人員は９６人(１０人の増・＋１１．６％)です。 

  事故種別毎の救助出動件数を見ると、交通事故が７４件(４４．０％)と最も多く、次いでその

他の事故が４６件(２７．４％)、火災が３０件(１７．９％)、水難事故が１０件(６．０％)、建

物等による事故が４件(２．４％)、機械による事故が４件(２．４％)となっています。 

救助人員では交通事故が最も多く４９人(５１．０％)、次いでその他の事故３３人（３４．４％）、

火災が５人(５．２％)の順となっています。 

  大規模災害時には、県内外の消防機関、医療機関、防災機関、国、県、市町村などの迅速な連

携活動が必要不可欠です。 

 

Ⅳ １１９番着信状況 

平成２４年の総着信件数は１３，３５８件（３５７件の減・－２.６％）あり、平成２０年より

減少傾向となっていましたが、平成２２年より増加傾向を示しています。通報種別毎にみると、

火災（１０１件の減・－５０．７％）、警戒（８９件の減・－３０．３％）、問合せ（３０１件の

減・－３０．１％）、間違い（７７件の減・－１２．５％）、悪戯（４２件の減・－３５％）は減

少しましたが、救急（１２９件の増・＋１．３％）、救助（１７件の増・＋２２．９％）、訓練等

（４５件の増・＋２．６％）などが増加しています。 

電話種別による１１９番着信状況は、固定電話が６,４３０件（５７１件の減・－８．８％）、

携帯電話が４,００４件（１５３件の減・－３．８％）、ＩＰ電話が２,９２４件（３６７件の増・

＋１２．５％）となっており、近年ＩＰ電話による通報件数が増加しています。 

問合せや悪戯等を除く災害通報は９，９２６件で、このうちＩＰ電話を含む固定電話による通

報が７，０４７件（７１．０％）、携帯電話が２，８７９件（２９．０％）となっています。また、

災害種別ごとに電話種別（固定電話、携帯電話）をみると、火災は固定電話９０件（４５．２％）、

携帯電話１０９件（５４．８％）、救急は固定電話６，８９４件（７２．０％）、携帯電話２，６

７０件（２８．０％）、救助は固定電話２４件（３２．４％）、携帯電話５０件（６７．６％）、警

戒は固定電話３９件（４３．８％）、携帯電話５０件（５６．２％）となっています。 

火災、救助、警戒など、屋外で発見されやすい火災や交通事故、たき火といった多くの人の目

につくものは、携帯電話による通報比率が高くなっており、自宅や屋内などで発生する急病など

の救急通報は、固定電話が多く利用されているという現象が現れています。 

携帯電話等の急速な普及により、通報者が今いる場所が分からないことがあり、災害発生

場所の聴取に時間がかかる場合がありますが、位置情報通知システムが導入されたことによ

り、ＧＰＳ機能を備えた携帯電話からの１１９番通報は、発信場所の位置情報を取り込み正

確な場所を把握することが可能となったため、より迅速な出動指令が行われ、今後もその機

能がさらに発揮されるものと考えています。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成２４年１月～１２月) 

１ 火災の現況と最近の動向 

この１０年間の出火件数をみると、年間平均出火件数は１０６．８件で、

西部広域消防発足以来最も少ない７６件を記録した平成２２年を除き、お

おむね平均値に近い件数となっています。 

平成２４年中の火災件数は１１５件と前年に比べ８件（７．５％）の増

加となっています。 

また、火災による死者数は過去１０年間の平均は６．０人で、平成１７

年に１０人の最多を記録した後、平成２１年には２人まで減少しましたが、

平成２４年は６人の死者が発生し、前年に比べ１人（１４．３％）減少し

ています（別図Ⅰ－１、別表Ⅰ－１参照）。 

 

別図Ⅰ－１ 火災件数の推移と傾向図 
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別表Ⅰ－１ 火災総括表    

区  分 単 位 
平成１５

年 

平成２３

年 

平成２４

年 
増  減  増 減 率 

出火件数    111  107  115  8  7.5 

建物火災   73  62  65  3  4.8 

林野火災   2  5  4  -1  △ 20.0 

車両火災   14  14  7  -7  △ 50.0 

船舶火災   0  0  0  － － 

その他火災   22  26  39  13  50.0 

焼損棟数 棟 99  101  97  -4  △ 4.0 

全   焼   23  33  22  -11  △ 33.3 

半   焼   11  10  3  -7  △ 70.0 

部 分 焼   37  33  29  -4  △ 12.1 

ぼ   や   28  25  43  18  72.0 

建物焼損床面積 ㎡ 3,803  5,497  4,422  -1,075  △ 19.6 

１件当たり焼損面

積 
㎡ 52  89  68  -21  △ 23.3 

建物焼損表面積  ㎡ 119  175  143  -32  △ 18.3 

林野焼損面積 ａ 6  21  17  -4  △ 19.0 

死 者     人 9  7  6  -1  △ 14.3 

負傷者     人 23  13  22  9  69.2 

り災世帯数  世帯 62  52  56  4  7.7 

全  損   17  11  17  6  54.5 

半  損   10  7  2  -5  △ 71.4 

小  損   35  34  37  3  8.8 

り災人員   人 191  146  125  -21  △ 14.4 

損 害 額 千円 145,855  207,316  97,851  -109,465  △ 52.8 

建物火災   143,834  196,727  95,686  -101,041  △ 51.4 

１件当たり損害

額 
  1,970  3,173  1,472  -1,701  △ 53.6 

林野火災   0  462  295  -167  △ 36.1 

車両火災   1,588  9,914  1,753  -8,161  △ 82.3 

船舶火災   0  0  0  － － 

その他火災   433  213  117  -96  △ 45.1 

爆  発   0  0  0  － － 

出 火 率 件/万人 4.56  4.11  4.72  0.61  － 

（備考） 

１ 各年の数値は、1 月～12 月に発生した火災を集計したもの。 

２ 「建物火災」とは、建物またはその収容物が焼損した火災をいう。 

３ 「林野火災」とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災をいう。 

４ 「車両火災」とは、自動車車両、鉄道車両及び被けん引車又はこれらの積載物が焼損した火

災をいう。 

５ 「船舶火災」とは、船舶又はその積載物が焼損した火災をいう。 

６ 「その他火災」とは、建物火災、林野火災、車両火災及び船舶火災以外の火災（空地、田畑、

道路、河川敷、ごみ集積場、屋外物品集積所、軌道敷、電柱類の火災）をいう。 

７ 死者には、火災により負傷した後、48 時間以内に死亡した者を含む。 

８ 出火率とは、人口 1 万人当たりの出火件数をいう。 
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２ 出火状況 

                                          

                  

 

（３）その他火災は４月と８月に多く発生 

  月別の火災種別ごとの出火件数をみると、その他火災については３９件の

うち４月と８月で２２件（５６．４％）発生しています。出火箇所は田畑、

空地、敷地内で２３件（５８．９％）を占めています。 

建物火災は１１月の９件（１３．８％）が最多で、９月の２件が最小とな

っています。 

（別図Ⅰ－３参照） 

 

別図Ⅰ－２火災種別ごとの件数と構成比率 （１）建物火災は火災全体の５７％    

  総出火件数１１５件について、そ

の構成比率をみると、建物火災が

全体の５７％で最も高い比率を占

め、その次にその他火災となって

います。  

（別図Ⅰ－２参照）            

 

（２）建物火災１件当たりの損害、

焼損面積は減少 

  建物火災の１件当たりの損害額は

前年比の５３．６％減少し、焼損

面積も２３．３％の減少となって

います。 

（別表Ⅰ－１参照） 

別図Ⅰ－３ 月別の火災種別ごと出火件数 
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 （４）市町村別火災状況 

   火災件数を市町村別でみると、米子市が最も多く６６件（５８％）、次い

で大山町１６件（１４％）、境港市の１３件（１１％）となっています。最

も少なかったのは江府町の１件です。（市町村別火災概況一覧表は別表Ⅰ－

３、Ⅰ－４については文末に添付） 
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３ 火災による死傷者の状況 

 （１）死者の状況 

火災による死者数は６人で、前年に比べ１人（１４．３％）減少し、火災種

別では建物火災による死者が５人（８３．３％）となり、１人はその他火災

によるものです。 

  死に至った経過は、３人（５０％）が経過不明、次いで放火自殺２人（３

３％）、逃げ遅れ１人（１７％）となっています。 

 （２）負傷者の状況 

  負傷者は２２人で前年に比べ９人（６９．２％）増加しました。 

 負傷者のうち１８人（８１．８％）が建物火災で発生し、車両火災、その他

火災でそれぞれ２人発生しています。（別表Ⅰ-2 参照） 

 

別表Ⅰ－２火災種別死傷者発生状況 

  

合

計 

建物火災 車両火災 
その他火

災 

住宅 併用住宅 共同住宅 飲食店 
その

他 
    

死者 6 1   3   1   1 

死者（6～64 歳） 6 1   3   1   1 

負傷者 22 10 3 1 1 3 2 2 

別図Ⅰ－４ 市町村別火災件数と構成比 
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４ 出火原因 

  出火件数１１５件の出火原因を見ると、火入れ及び放火又は放火の疑いの

合計数が１２件（１０．４％）、次いで、たばこ、こんろがそれぞれ１０件（８．

７％）となっています。 

  建物火災の主な原因をみると、こんろの次に放火又は放火の疑い、たばこ

などで火気の取り扱いの不注意や不始末から発生しています。（別図Ⅰ－５参

照） 

 

     別図Ⅰ－５ 火災種別ごとの火災原因 
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Ⅱ 救急概況 
（平成２４年１月～１２月） 

 

 １ 救急出動件数、救急搬送状況 
    平成２４年中の救急出動件数は、前年に比べて１２３件増の９,９５１件、

搬送人員は１２０人増の９，３４１人で、過去最多の救急件数となりました。

                 （別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 
 ２ 市町村別救急活動状況 
    救急出動件数、救急搬送人員ともに増加しましたが、米子市、日野町、江

府町は増加し、他市町村では減少となりました。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が４，５２７人（４８．５％）で最も

多く、次いで軽症が３，４４３人（３６．９％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が５，６４６人（６０．４％）

と最も多くなっています。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ３，６２０件

（３６．４％）、３，３２２人（３５．６％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出動件数は、７月が９６８件（９．７％）、続いて１２月の８９６

件（９．０％）となっています。 

搬送人員は、７月が９１４人（９．８％）で最も多く、続いて１２月の８

５４人（９．１％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分３０秒で前年より１２秒の早着、平均収容所

要時間は３６分１２秒で前年より８秒延着しました。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者２５６人のうち、家族等により応急手当を受けた人は、１

２５人（４９％）でした。 
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２５６人のうち救急救命士による高度救命処置を１８２

人に行い、そのうち１６人に回復が見られました。 
   （別図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照） 
 10 救急講習件数の推移 

救急講習には、毎年約１０，０００人の方が受講され、圏域住民の応急手

当に対する意識の高さがうかがえます。 

                （別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５、別表Ⅱ―１参照） 

11 市町村別救急活動の推移 

                          （別表Ⅱ―２参照） 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出動件数 84 4 10 868 64 71 1,373 26 108 6,088 1,221 34 9,951

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 19 4 4 912 61 70 1,299 20 78 5,659 1,209 6 9,341

火災 
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0.04% 
水難 

0.04% 
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別図Ⅱ-２ 事故種別救急搬送状況 
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別図Ⅱ-１ 事故種別救急出動状況 
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別図Ⅱ-３ 過去５年間の救急推移 出動件数 

搬送人員 

米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 圏域外 

出動件数 6,092 1,344 119 766 376 461 349 179 217 48

搬送人員 5,668 1,292 113 728 360 435 332 161 209 43
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別図Ⅱ-４ 市町村別救急活動状況 
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 179 1,176 4,527 3,443 16 9,341

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 37 331 336 2,991 5,646 9,341

死 亡 

1.9% 

重 症 

12.6% 

中等症 

48.5% 

軽 症 

36.9% 

その他 

0.2% 

別図Ⅱ-５ 傷病程度別搬送状況 
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別図Ⅱ-６ 年齢別搬送状況 
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1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

８月

９月
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米  子
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中  山
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江  府
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生  山
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出場件数 3,620 1,615 595 513 1,218 730 572 353 370 365

搬送人員 3,322 1,523 564 486 1,173 706 538 341 335 353
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別図Ⅱ-７ 署所別救急活動状況 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

出場件数 877 864 793 747 792 705 968 887 775 814 833 896

搬送人員 820 799 744 685 736 662 914 838 734 767 788 854

0

200
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1,000

1,200

別図Ⅱ-８ 月別救急活動状況 
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現着所要

収容所要

別図Ⅱ-９ 現場到着所要時間 

別図Ⅱ-１０ 収容所要時間 
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別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況

心肺停止傷病者数 
 

２５６人 

家族等により応急手当が 
実施された傷病者数 

 
１２５人 
（49％） 

家族等により応急手当が 
実施されていない 

傷病者数 
１３１人 
（51％） 

気道確保 除細動 輸液 薬剤 

心肺停止者数 256 256 256 256

割合（％） 62.5 8.9 32.4 4.7

処置件数 160 23 83 12
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別図Ⅱ－１２ 

高度救命処置状況 
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別図Ⅱ-１３ 

医師引き継ぎ時の状況 
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その他講習件数
普通講習件数
上級講習件数
合計

その他講習人員
普通講習人員
上級講習人員
合計

平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年

16 0 0 0 3

21 15 0 1 0

応急手当指導員

応急手当普及員

別表Ⅱ－１　応急手当指導員・普及員の養成

平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 

その他講習件数 105 84 71 78 172

普通講習件数 437 375 401 372 332

上級講習件数 0 0 4 1 1
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別図Ⅱ－１４ 過去５年間の救急講習件数推移 

 

平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 

その他講習人員 3,649 2,779 1,895 2,385 4,250

普通講習人員 10,215 8,147 7,889 7,489 6,228

上級講習人員 0 0 13 1 4
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別図Ⅱ－１５ 過去５年間の救急講習人員推移 
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Ⅲ 救助概況 
（平成２４年１月～１２月） 

 １ 事故種別救助出動状況 

救助出動件数は１６８件あり、そのうち交通事故が７４件（４４．０％）、その他の事故

が４６件（２７．４％）火災が３０件（１７．９％）、水難事故が１０件（６．０％）、建物等によ

る事故が４件（２．４％）、機械による事故が４件（２．４％）等の順となっています。なお、

風水害等自然災害での救助出動はありませんでした。 

                                     （別図Ⅲ―１参照） 

 ２ 事故種別救助活動状況  

救助活動件数は１１８件あり、そのうち交通事故が４２件（３５．６％）、その他の事故

が３５件（２９．７％）、火災が３０件（２５．４％）、水難事故が５件（４．２％）、建物等によ

る事故３件（２．５％）、機械による事故３件（２．５％）等の順となっています。 

                                          （別図Ⅲ―２参照） 

 ３ 事故種別救助人員状況    

   救助活動により救助された人員は９６人あり、そのうち交通事故が４９人（５１．０％）

と最も多く、次いでその他の事故が３３人（３４．４％）、火災等による事故が５人（５．

２％）、水難事故が４人（４．２％）、機械による事故が３人（３．１％）、建物等による事

故２人（２．１％）、等となっています。 

                                          （別図Ⅲ―３参照）                                                                                                                                           

  ４ 管轄別救助活動状況 

      消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が９３件（５５．４％）と最も多く、

次いで大山消防署が３５件（２０．８％）、江府消防署が２１件（１２．５％）、境港消防

署が１９件（１１．３％）の順となっています。 

（別図Ⅲ―４参照） 

 ５ 市町村別救助活動状況 

   市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人員とも

に、米子市が最も多く出動件数７３件（４３．５％）、次いで大山町が３３件（１９．６％）、

境港市が１５件（８．９％）、伯耆町が１０件（６．０％）等の順となっており、他米子道、

山陰道、管轄外へも出動しています。 

（別図Ⅲ―５参照） 

 ６ 月別救助活動状況 

    月別の救助出動件数を見ると、７月が１９件（１１．３％）と最も多く、次いで１０月・１１

月が１８件（１０．７％）、１月が１６件（９．５％）等の順となっています。 

（別図Ⅲ―６参照） 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 30 10 74 0 4 4 0 0 46 168

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 30 5 42 0 3 3 0 0 35 118
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交通 

35.6% 
風水害 

0.0% 

機械 

2.5% 

建物 
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ガス 

0.0% 

その他 

29.7% 

別図Ⅲ-２ 事故種別救助活動状況 
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建物 
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ガス 

0.0% 

その他 

27.4% 

別図Ⅲ-１ 事故種別救助出動状況 
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 5 4 49 0 3 2 0 0 33 96

米子消防署
境港消防署
大山消防署
江府消防署
合計

米子消防署 境港消防署 大山消防署 江府消防署 

出動件数 93 19 35 21

活動件数 63 15 21 19

救助人員 52 9 21 14
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80

90

100
別図Ⅲ-４ 管轄別救助活動状況 
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34.4% 

別図Ⅲ-３ 事故種別救助人員状況 
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米子市 境港市 
日吉津

村 
大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 米子道 山陰道 

出動件数 73 15 4 33 5 10 5 7 6 4 6

活動件数 51 13 2 19 4 7 4 7 5 3 3

救助人員 39 8 2 17 3 7 2 5 5 2 6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

別図Ⅲ-５ 市町村別救助活動状況 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

出動件数 16 13 12 14 15 10 19 14 9 18 18 10

活動件数 11 5 9 11 13 7 15 8 8 13 10 8

救助人員 9 4 8 8 9 6 10 6 9 10 7 10
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10

12

14
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18

20
別図Ⅲ-６ 月別救助活動状況 
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Ⅳ １１９番着信概況       （平成２４年１月～１２月）  

１ 着信件数の推移  

   平成２４年中の１１９番通報は、総着信件数１３，３５８件で昨年に比べ

３５７件（２．６％減）少なくなっています。１ヶ月平均にすると約１，１

１３件、１日平均では約３６件の着信となります。通報種別としては、救急

が最も多く９，５６４件（７１．６%）でした。火災は１９９件（１．５%）、

その他の通報としては、救助７４件（０．６％）、警戒８９件（０．７%）、

間違い６１６件(４．６%)、通報訓練等１，６９６件（１２．７%）、病院な

どに関する問い合わせ等１，０００件（７．５%）となっており、悪戯と思

われるものが１２０件（０．９%）でした。     （別表Ⅳ－１参照） 

 

 ２ 月別の着信状況  

月別で着信件数の最も多かったのは７月の１，２２７件で、これは暑さに

よる救急の増加によるものが影響していると考えられます。逆に最も少なか

ったのは６月の１，００１件でした。救急通報では、最も多かったのは７月

の９１５件、逆に最も少なかったのは６月の６７３件で、月平均約７９７件

でした。火災通報では、最も多かったのは８月の３０件、逆に最も少なかっ

たのは２月と９月の１０件で、月平均約１６件でした。 （別表Ⅳ－２参照） 

 

３ 電話種別による通報状況 

ＩＰ電話からの通報は年々増加傾向を示していますが、携帯電話からの

通報は減少しました。災害別に電話種別による通報状況をみると、火災、

救助、警戒など衆人に発見されやすいものについては携帯電話での通報比

率が高く、救急など屋内での発生が多いものについては固定電話（ＩＰ電

話含む）での通報比率が高くなっています。 （別表Ⅳ－３、Ⅳ－４参照） 

 

 ４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は４，００４件で、全着信件数の約３０％

でした。また、携帯電話からの問合せ、間違いなどの通報が多くみられます。 

隣県などの管轄地区以外からの携帯電話による通報を、他の消防機関へ

転送処理した件数は５１件で、逆に他の消防機関から転送受信した件数は２

８件ありました。             （別表Ⅳ－５、Ⅳ－６参照） 

 

 ５ 時間帯別１１９番通報の着信状況 

   時間帯別に１１９番通報の着信比率を見ると、一般的な活動時間帯(午前

８時～午後９時台)では全体の約８０％で、睡眠時間帯（午後１０時～午前

７時台）では約２０％でした。           （別図Ⅳ－７参照） 
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別表Ⅳ－１　　１１９番着信件数の推移

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

平成20年 192 8,162 53 107 1,054 877 147 1,225 11,817

平成21年 193 8,126 62 102 1,110 766 139 1,311 11,809

平成22年 159 8,663 54 102 1,206 769 107 1,662 12,722

平成23年 300 9,435 57 116 1,301 693 162 1,651 13,715

平成24年 199 9,564 74 89 1,000 616 120 1,696 13,358

別表Ⅳ－２　　月別１１９番着信状況

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

１月 17 855 7 4 88 39 6 77 1,093

２月 10 824 4 5 64 52 6 102 1,067

３月 11 769 5 5 62 48 7 188 1,095

４月 25 712 6 12 82 57 16 109 1,019

５月 21 752 5 7 89 46 11 178 1,109

６月 16 673 2 9 88 49 17 147 1,001

７月 18 915 8 11 106 42 9 118 1,227

８月 30 845 11 8 110 51 13 98 1,166

９月 10 749 1 7 82 52 9 125 1,035

１０月 11 805 6 4 78 53 10 179 1,146

１１月 18 790 11 9 71 51 3 228 1,181

１２月 12 875 8 8 80 76 13 147 1,219

合計 199 9,564 74 89 1,000 616 120 1,696 13,358

月平均 16.6 797.0 6.2 7.4 83.3 51.3 10.0 141.3 1,113.2

火災 

1.5% 

救急 

71.6% 

救助 
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警戒 

0.7% 

問合せ 

7.5% 
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0.9% 

訓練等 

12.7% 
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別表Ⅳ－３　　電話種別による１１９番着信件数の推移

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

固定電話 7,716 7,091 6,967 7,001 6,430

携帯電話 3,174 3,181 3,708 4,157 4,004

ＩＰ電話 927 1,537 2,047 2,557 2,924

合計 11,817 11,809 12,722 13,715 13,358

別表Ⅳ－４　　電話種別による通報状況

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計

固定電話 50 4,501 15 25 296 204 37 1,302 6,430

携帯電話 109 2,670 50 50 520 338 74 193 4,004

IP電話 40 2,393 9 14 184 74 9 201 2,924

合計 199 9,564 74 89 1,000 616 120 1,696 13,358
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別表Ⅳ－５　　携帯電話からの着信状況

別表Ⅳ－６ 　　携帯電話の消防機関別転送状況

消防 火災 救急 その他 合計 消防 火災 救急 その他 合計

松　江 8 1 9 松　江 1 27 2 30

安　来 1 3 4 8 安　来 12 12

雲　南 雲　南

東　部 1 1 東　部 1 1

中　部 8 8 中　部 6 1 7

新　見 新　見

美作地区 2 2 美作地区 1 1

備　北 備　北

合　計 1 20 7 28 合　計 2 46 3 51

別図Ⅳ―７　　時間帯別着信状況

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数

※美作地区：美作地区消防指令センター（津山圏域消防,真庭市消防,美作市消防共同運用）

西部消防圏域内の災害などの着信件数
他の消防機関に転

送をした件数
直接通報を受けた

件数
他の消防機関から
転送受信した件数

総着信件数

3,976 28 4,004 51
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郵便番号

683-0853

683-0055

683-0003

683-0321

689-4201

684-0041

683-0101

689-3331

689-3132

689-4411

689-5211

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

　 〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地
救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局
１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

　 平成２５年２月発行

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

米子消防署皆生出張所    米子市皆生五丁目８番５号             ０８５９－３９－０２５３

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１       ０８５９－３９－０２５１

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  電  話  番  号 

消すまでは
　　　出ない行かない
　　　　　　　離れない

　平成２４年度全国統一防火標語

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ
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